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内
訳

高齢者の心身の健康の保持及び生活の安定のために老人ホーム等に入所させることによって高齢者の福祉を図ること
を目的とする。

高齢化の進行と家族関係の希薄化により、支援者のない高齢者が増加しており、この事業の重要性は増している。虐待
等による高齢者の保護施設としての役割も担っていることから、緊急対応が可能な体制を整えていく。
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長寿社会を支える仕組みをつくる高齢者福祉
共生共感都市
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健康長寿部いきいき高齢課

事業： 老人ホーム入所措置事業 0118
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A

居宅での生活が困難となった高齢者を養護老人ホーム等に入所させ、生活の安定を
図るなど、事業の目的が達成されており、内容も適正に実施できた。A

居宅での生活が困難となった高齢者を養護老
人ホーム等に入所させ、生活の安定を図るな
ど、事業の目的が達成されており、内容も適
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所管課

ほぼ自立しているが、低所得の高齢者で在宅生活が困難な者を、養護老人ホームに入所措置することでその者の生活
の安定を図る。
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1

直営 昭和47年度以前 老人福祉法第11条

65歳以上の者であって、環境上の理由及び経済的理由により居宅において養護を
受けることが困難なもの

高齢化の進行と家族関係の希薄化により、支援者のない高齢者が増加しており、この事業の重要性は増している。虐待
等による高齢者の保護施設としての役割も担っていることから、緊急対応が可能な体制を整えていく。
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昨年は被措置者の死亡による廃止（退所）があったため、結果として想定した措置者数となったが、実際には想定の2倍
の措置者数となっている。施設入所に関する相談も増加しており、これまでの実績から5名程度の増加を想定し21名とす
る。
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事業：老人ホーム入所措置事業                                

１．老人ホーム入所措置事業 

高齢者の心身の健康の保持及び生活の安定のために老人ホーム等に入所させることによって高齢者の福祉を図っ

た。 

 

細事業：老人ホーム入所措置事業                             

１．老人ホーム入所措置事業 

在宅生活が困難な高齢者に対する養護老人ホーム等への入所措置を行った。 

＜措置状況＞                                      （単位：人） 

 
項    目 新 規 入 所 者 数  退 所 者 数 年度末在籍者数 

 
養護老人ホームふれあいの丘等 3 3 15 

 

                        


